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要 約
韓国では,大 型小売商の台頭によって,消 費者の生鮮食料品の購入先がこれ
までの在来市場や中小小売店から大型総合量販店へ と変化 しつつある。このた
め,商 品の卸売市場経由率が減少するとともに,市場外流通の比率が増加 して
いる。この状況のなかで登場 した農協流通が近年注 目され始めている。本稿で
は,大 型総合量販店のオペレーシ ョンと卸売市場の機能との対立 という視点か
ら,産地直取引を基本理念とする農協流通が成長せざるを得なかった理由につ
いて分析を行 なった。また,こういった韓国の生鮮食料品流通をめぐる変化は,
従来の商業論の枠組みからどう説明され うるのかについても考察 した。最終的
には,韓 国の卸売市場の機能の変化 とそのあ り方が問い直されている。
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1.は じ め に
韓国人の食生活に欠かせない何百種類のキムチの数か らもわかるように,韓
国国民一人当たりの野菜消費量 は世界でもっとも多いといわれている。にもか
かわらず,1990年代 までは生鮮食料品流通 システムは前近代的な水準 にとど
まっていた。 しか し,近年になって,生 鮮食料品中心の新 しい小売業態が続 々
と登場 し,卸売市場に依存 しない産地 との直接取引 をめ ぐって激しい競争が展
開されるようになった。そのなかで,生 鮮食料品流通 システムは産地の農業生
産者か ら最終消費者 までの多段階の流通構造を縮約 し,流通費用 を削減す るた
めの変革を迫 られている。それに加 えて,国 民所得の向上にともなう有機農産
物の消費量の増加や安全性志向の拡大は生鮮食料品流通システムの効率化への
転換 を促進 している。これに対応 して,韓 国における生鮮食料品流通システム
の改革は各地において急ピッチで推進されている。
農業生産者 と都市消費者を保護するという生鮮食料品流通システムの社会経
済的な重要性 もあって,韓 国政府 は,1960年代か ら現在 まで積極的な支援 をし
てきた。にもかかわらず,産 地の出荷施設や都市の卸売市場の取引制度は依然
として整備 されてお らず,韓 国の生鮮食料品流通システムは大 きな変化がない
ままで1990年代後半を迎 えた。その状況のなかで,1996年の流通市場の全面開
放は生鮮食料品流通システムにも大きな影響 を与えた。世界でもっとも優れて
いる流通外資,と りわけ商品構成が半分以上食料品であるハイパーマーケット
業態 を展開している流通企業の韓国市場への参入は,生鮮食料品流通システム
に大 きなインパ ク トを与えていたのである。
生鮮食料品の主な購入先が在来市場や最寄 りの中小業種店であった当時の卸
売市場 は,卸売段階の拠点となり,その機能の活用によって円滑な流通が担保
された。 ところが,韓 国型大規模総合量販店である大型割引店の台頭 は,卸売
市場の機能に対 して不信感をもたせたのである。大型割引店は,消 費者の多様
なニーズに応 えて多様な産地か ら多種類の商品を直接調達すべ きであると主張
し,産地直接取引に乗 り出 した。そこには,流 通短縮化 による流通費用の節約
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という期待がかけられていた。大型割引店の競争のなかで,産 地直接取引は差
別的競争優位性を獲得で きる一つの手段 となっていた。生鮮食料品を取 り扱 う
小売店のなかで,農 協中央会が設立 した農協流通の 「ハナロクラブ」の成長は
著 しかった。市場外流通の代表的な形態 としての農協流通の産直が成長 してい
ることは,従 来の商業論か らす ると矛盾 しているように思われる。このように
卸売市場経由方式から産地直結方式に切 り替え,業 績 を伸 ばしている韓国の大
型割引店のケースは,中 間段階の介在の必要性を論 じている従来の商業論から
どのように説明できるのか。
本稿の課題は,「大型小売店の成長 と卸売市場の機能 との対立」1)という視点
から,産地直接取引を基本理念 とする生鮮食料品の大型割引店の成長とともに
市場外流通の比重が大 きくなってきた要因を探 ることである。そ うした韓国の
生鮮食料品流通 をめ ぐる変化は,従 来の商業論の枠組みからみて,ど のような
意味をもつかについても検討する。最終的には,韓 国の卸売市場の機能の変化
とそのあ り方を改めて問い直 し,韓国の社会経済的環境に対応 した効率的な生
鮮食料品流通 システムとは何かを明らかにしてみたい。
以下では,韓 国における生鮮食料品流通システムの概況を大 きく市場流通 と
市場外流通に区分して分析する。第2節 では,韓 国の市場流通の3つ の形態を
取 り上げて,そ れぞれの特徴とそれが韓国の生鮮食料品流通にどのような影響
を与えたのかについて検討する。韓国の卸売市場の原型 となっている日本の中
央卸売市場についても若干の考察を行 なう。第3節 では,市場外流通のなかで,
大型小売店 との産直流通 と農協の集配センターに併設された小売店のハナロク
ラブを運営する農協流通の主に2つ の形態について考察す る。産地 との直接取
引を基本とする農協流通の登場お よび一般の大型割引店 との競争を概観するこ
とによって,な ぜ生鮮食料品の取引の比重が卸売市場経由の間接取引から産地
直接取引へ と変化 して きたのかを検討する。また,そ の変化の原因が解明され
1)本稿の分析視点については,大阪市立大学の加藤司氏が担当された1999年度の卸
売商業論の講義内容から大きなヒントを得ている。
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る。第4節 では,韓 国の生鮮食料品流通の現実から,従来の商業論で示 された
中問流通業者の存在意義 を読み とることができるのかについて考察する。最後
に,本 稿の内容をまとめたうえで今後の研究課題を示すことにする。
2.市 場流通 システム
生鮮食料品は長期間の保管 ・貯蔵や輸送に制約があ り,品質のばらつ きが大
きいため,商 品の規格化 ・標準化が難しい。さらに,単 位価格当た りの重量や
容積が大 きく,保管お よび配送コス トなどの物流 コス トが割高になるなど,商
品特性が流通のあ り方を大 きく規定 している。また,自 然環境 に影響されて地
域性 と季節性をもち,生 産量が変動的である。産地の生産者 も小規模であ り,
生産地も分散的であるため,配 送コス トの上昇の問題をもたらす。こういった
商品特性か らなる厳 しい生産 ・流通環境の下で,農 協は出荷単位の大規模化お
よび共同販売を可能にさせ,い わゆる産地卸商 としての役割 を果たす ことに
よって生鮮食料品の商品特性か ら発生する問題を克服 しようとして きた。各出
荷団体から集荷 された商品がい くつかの消費市場に向けて分散 して再び出荷 さ
れるためには,「品揃 え形成過程」が必要 となって くる。その過程のほとんど
が中央卸売市場 を通 して行われる。韓国消費者の生鮮食料品の伝統的な購買行
動パ ターンは,日 本と同じく少量多頻度であ り,在来市場および最寄 りの中小
業種店を中心 とした小売段階も小規模かつ分散的であるという市場構造から,
流通 システムのなかに 「収集 ・中継 ・分散」 という中間流通段階,と くに卸売
段階の存在を必要としてきたのである。
ところが,近 年では,卸売段階の存在は必ず しも固定的なものではなく,全
国各地で増加 している直売場で購i入する消費者 も増えている。消費者ニーズが
安全 ・高品質 ・簡便化志向で,消費品目 ・消費形態,そして購入先 ・購…入パ ター
ンも多様化 している。 したがって,生 鮮食料品流通は,卸 売市場 を経由する流
通 とそれ以外の市場外流通に大 きく区分 される。
日本の市場流通システムの場合は,産 地の生産者 一 産地卸商や生産者の出
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荷団体(主 として農協)一 卸売業者(荷 受会社)一 仲卸業者 一 小売業者 一 消
費者 という段階をた どっている。 もちろん生産者が直接卸売市場に持ってい く
場合 も存在する。各産地から産地卸商や出荷団体 に集荷された商品はまず卸売
市場の荷受会社に委託される。荷受会社 は委託 された商品をセリとか入札 など
の独特な取引形態で仲卸業者,売 買参加者,卸 売市場内の関連事業者などに販
売される。彼 らは長年の経験 と実績を活か して,大 きさや品質,鮮 度などを厳
しくチェックし,あ らか じめ購入価格を決め,セ リに備えることになる。セリ
に参加するメンバーのなかで仲卸業者は買い取った商品を卸売市場内に構 えて
いる店舗 に陳列 し,小売業者に販売する。日本の卸売市場 には,中央卸売市場,
地方卸売市場,そ の他の市場の3種 類が存在 してお り,1971年7月施行の 「卸
売市場法」の対象 となるのは,中 央 と地方の卸売市場である。特に中央卸売市
場 は大 ・中都市での中核的な流通拠点 と位置づけられる。卸売市場は農林水産
大臣の認可 を受けて自治体が開設 し,各市場で営業する卸売会社 も農相の認可
制となっている(日 経流通新聞,1996年12月5日付)。
図1.日本における生鮮食料品の市場流通システム
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出所:日 経流通新聞,1996年12月5日付 より抜粋。
注:り=卸 売市場
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韓国においても,日本 と同 じように卸売市場は基幹的な地位を占めてきた。
韓国における農水産物卸売市場制度を規定する韓国独 自の最初の法律は,1951
年 「中央卸売市場法」であった。同法の主な内容は,地 方公共団体である開設
者が地方長官の許可を得て,卸 売法人に卸売業務を実施 させるものであった。
卸売市場の要件 を明文化 し,後述す る 「類似卸売市場」の不法的な営業行為を
阻止する内容であった。 しか し,類似卸売市場の台頭や1962年以降の農協の卸
売機能への参入 により,「中央卸売市場法」は改正に迫られた。1972年,「中央
卸売市場法」は廃止され,そ れに代わって 「農水産物卸売市場法」が翌年に公
布された。 しかし,同法によって,類 似卸売市場 に対する制限を強化 したにも
かかわらず,そ の成長を抑 えることはできず,む しろ制度化 された市場の低迷
が続 くばか りであった。その後,再 び法改正が行われて,1976年に制定された
「農水産物流通および価格安定に関する法律」(以下,「農安法」)が制定された。
これによって,農 水産物流通機関の整備 などが実施 された(甲 斐,1998,188
-190頁)。
現在,韓 国において,生鮮食料品の卸売市場機能を果たしている市場 は3つ
に分類することがで きる。1つ 目は,2000年に改正 した 「農安法」に依拠 して
地方 自治団体(特 別市あるいは広域市)が 開設 し,指定卸売法人(荷 受会社)
に運営が任されている 「法定卸売市場」である。それは日本の中央卸売市場に
類似 している。これはさらに公的資金によって開設された 「公営法定卸売市場」
と,民 間資金によって建設された 「一般法定卸売市場」に分 けられる。2つ 目
は,農協 などが農林部長官の承認を得て開設 ・運営する 「共販場」である。農
協共販場 は農協が組合の販売事業の一環として開設 したものであ り,制度的に
は法定卸売市場に準ず る市場 とされている。3つ 目の形態 として,「類似卸売
市場」が存在す る。小売業の許可を受けた業者たちが集団化 し,実 質的に卸売
市場の機能を果たしている。類似卸売市場は,韓 国の伝統的な問屋の性格をも
つ委託商人たちが卸売業務を行なってお り,「委託商集団市場」 ともいわれて
いる(同 上,190-191頁)。
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図2.韓 国における生鮮食料品の市場流通システム
出 所:甲 斐(1998),193頁よ り修 正 。
韓国における生鮮食料品は法定卸売市場以外に類似卸売市場,定 期市などの
各種の流通チャネルが存在 してお り,また,そ ういった卸売段階には収集商,
搬出商,中 間卸売商など多様な商業者が階層的に存在 している。この ように生
鮮食料品の流通チャネルは複雑で多段階に及ぶ。類似卸売市場 を除外 した法定
卸売市場 と農協共販場 を経由して販売 される生鮮食料品(韓 国における市場流
通)は 半分程度を占めてお り,80%程度が中央卸売市場を経由して流通 される
日本 と比較 してみれば,韓 国の場合は市場外流通の割合は高い水準にある(同
上,193頁)。市場外流通の高 さは,卸売市場の規模や施設の零細性,取 引制度
の未整備(法定卸売市場の主な取引形態であるセリ取引はまだ定着 してお らず,
不公正取引が多発 している),高い手数料や高い流通費用が指摘されている。
以下,こ れ らの3つ の市場 をそれぞれみてい く。
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表1.日本における青果物の卸売市場経由率の推移(単位:%)
野 菜 果 物 青 果
1989年 87.4 81.4 85.2
1990年 85.2 76.1 81.9
1991年 82.9 76.2 80.6
1992年 85.4 69.9 79.6
1993年 84.8 72.0 80.0
1994年 82.7 62.8 74.7
1995年 80.8 63.4 74.2
1996年 82.6 61.7 74.8
1997年 83.0 61.6 74.7
出所:『 日本農業年鑑』(2001),174頁より修正。
2.1法 定卸売市場
韓国において本格的に中央卸売市場業務を開始 したのは 「可楽洞農水産物卸
売市場」が開場 された1985年か らである。それは公営法定卸売市場のなかで規
模がもっとも大きい。韓国の中央卸売市場における卸売業者は,原則 として開
設者が農林部長官の承認 を得て指定された法人でなければならない。卸売業者
は手数料商人であ り,生産者などから委託を受けた商品をセリあるいは入札で
販売 している。そこには青果物,水 産物,畜 産物の卸売市場 とともに,小売市
場,関連商品市場な どが併設されている。厳密にいえば,卸売機能だけでな く,
多様な流通機能を遂行 している総合市場の形態 となっている(同上,197頁)。
開設するに際 して,売 れ残 り品の処理のための小売施設を設置することにし
て小売業者を受け入れたことで,実 際は卸売市場内に2つ の流通段階が共存 し
てお り円滑な卸売機能 をかえって妨げる結果 となっている。類似卸売市場にお
いても変わりはないが,そ こには小売業者 と卸売業者が共存 しているというよ
り,依然 として小売業 と卸売業が未分離の状態にあると考えられる。つまり,
商品の評価 ・選別機能 をもった専門の卸売業者 は存在 しない。
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一方,韓 国の 「農安法」では,卸 売市場に準ずる市場 として,卸売市場にお
ける荷受会社のなかに農協共販場が含まれている。そのため,仲 卸業者,売 買
参加者およびセリに対する管理主体 も二分化 され,同 一市場内で民間業者 とし
ての指定卸売業者は管理公社 によって,ま た農協共販場は農協中央会 によって
管理 されている(同 上,200頁)。また農協共販場 に税制上の優遇措置 を与える
ことで,民 間の指定卸売業者か らの不満 も出ている。常に不利な立場 に置かれ
ていては民間業者のやる気 をなくすことは否めない。零細な生産者の保護と消
費者の利益の確保という名 目で農協 を優遇すればするほど甘えが 目立ち,公 正
な競争が阻害されるという指摘 もある。関係事業者の経営体質を強化 し,公正
かつ効率的な売買取引を確保するためには,卸売市場における売買取引に関す
る規定の整備が何 より重要である。
以下では,韓 国の市場流通における売買取引から見 られる特徴を2点 ほど取
り上げて説明する2)。まず,卸 売市場 において仲卸業者 とともにセ リ取引に参
加で きる売買参加者は,実 際にセリ取引に参加せず,仲 卸業者か ら青果物 を買
い入れて販売するという新たな取引関係 を形成 している。 日本の場合の売買参
加者は大型小売業者がほとんどであり,せ りに参加するか,あ るいは仲卸業者
か ら商品を購入 している。それを市場内で再販売することはあ りえない。韓国
の場合は,売 買参加者は市場内で新たな流通チャネルを作 り,そ こか らまた新
たな取引方法を生みだ している。つまり,原則 としてのセ リ取引の不履行によっ
て,流 通段階はますます多段階化 ・複雑化 している。それゆえ,結 局,卸 売市
場を介在 させた生鮮食料品システムは効率化か ら離れていくのである。図3が
示 しているように,仲 買人の前方段 階において数多 くの商人が存在 している。
売買参加人と同様な流通段階にある直販商人と,ま た前方段階の中販,露 天商
などがそれである。それ らは許可を受けていない商人である。中販は野菜のな
かで消費量の最 も多い白菜 と大根 の分荷機能を担当しているものであ り,露天
2)こ こで記述 した2つ の特徴の内容は,
る。
甲斐(1998)を参照 して整理 した ものであ
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商は仲買人,直 接出荷者から商品を購入し,最終消費者に販売する商人である
といわれている。また荷役組合の存在 も日本の中央卸売市場には見 られない韓
国独特のものである。荷下ろし,荷積みなどの作業 を担う労働組合のことであ
るが,彼 らは卸売業者に一方的にサービスを提供 し,料金を徴収 している。そ
れが また流通費用の上昇要因として働 く。こういった数多 くの業者が乱立する
市場状況 は,整 備の近代化 と流通システムの効率化 を大 きく阻害する要因に
なっている。
韓国の生鮮食料品流通における市場取引の2つ 目の特徴は,卸 売業者 と仲卸
業者 との特定的な取引関係にある。農家の生産規模の制約や出荷施設の未整備
か ら,産地に人的ネッ トワークをもち営業 している仲卸業者が現われる。卸売
業者は販売手数料 を主な収入源としているので,集荷力の大小が営業成績 を左
図3.「可楽洞青果物卸売市場」の取引システム
出 荷 者(委 託、買付)
「7
指定卸売人、農協共販場(セリ、相対)(記録)
「7
L
(相対)(相 対)(相 対)く7仲 買人
▼
1
「7
匪 買参加人(相対) 植 販商人(相対)k
▼
1中販、露天商などk
「,↓ 、「 ▼
買 出 人、消 費 者
出所:甲 斐(1998),198頁よ り抜粋,{i=可 楽洞青果物卸売市場。
韓国における生鮮食料品流通システム 193
右する。このため,卸 売業者の集荷力が弱い場合には,仲 卸業者 自身が直荷引
きをして卸売業者の代役 を果たしているのが現状である。それは確かに,両者
の機能間の補完関係が発生し,取 引相手に有利な取引条件 を引きだすことで高
い成果を達成できる。 しか し,それはあ くまで特定的な関係 を結ぶ両者に限っ
ての成果であって,全 体 として卸売市場の本来の機能を遂行するには悪影響を
与えるかもしれない。卸売業者 と仲卸業者 との機能分担が明確ではな く,しか
も仲卸業者がある特定の卸売業者 としか取引関係 を結ばないことは,原 則 とし
てのセリ取引以外のた くさんの曖昧な取引形態を残存させ る原因 となる3)。
そ ういった卸売業者 と仲卸業者 の間の特定的な取引関係は 「記録上場」4)と
いう韓国独特 の取引慣行 をもた らした。これは,「政府の強力な指導に対応す
るために,帳 簿上,便 法 としてセ リ取引を行ったようにしている」不法取引行
為である(同 上,206頁)。甲斐氏 は次のように敷彷 している。「卸売業務は卸
売業者が担当することになっているが,現 実には,仲 買人 も生産者から商品を
直荷引 きし,同様な卸売業務 を行なっている。これを放置 してお くと仲買人の
資格要件が満たされなくなるなどの問題が発生するので,帳 簿上,卸 売業者か
らせ りで購入 したように書類操作をしているのである」(同上,206頁)。
要するに,取 引関係 に注 目すると,現在の韓国の卸売市場流通では取引参加
者が数多 く,階層的に混在 してお り,しかも卸売業者と仲卸業者,仲 卸業者 と
売買参加者 との関係などが特定化され,自 由な売買取引お よび公正な競争が実
現できる市場構造 にはなっていない。むしろ自由な売買取引を通 じては供給の
不安定さが増 している状態 となっている。卸売市場 を経由して得 られる 「社会
化 された集中的な品揃 え物の形成」による供給の安定さは,市場外流通への期
待 を大きくせ ざるをえなかった。
3)指 定卸売業者 と特定関係 を結 んでいる仲卸業者は,集 荷 を確実にするために,出
荷者や買出人 との人的ネ ットワークを形成 し,集荷力の向上を図っている。たと
えば,「青 田買い」や 「庭先買い」 など,農 家段階での このような取引形態は,
大都市の仲卸業者 を含めた商人 らと結びついた産地商人と生産者との問で成立す
るものである(甲 斐,1998,204-205頁)。
4)あ るいは 「書類上場」 とも呼ばれる(益,2002,117-123頁)。
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2.2農 協共販場
小規模 ・分散的に行なわれている産地の生産者の商品を卸売市場に向かって
流通 させるためには,産地卸商あるいは産地生産者を組織化 した出荷団体を必
要 とする。産地卸商は,産 地の生産者の規模が小 さいために集荷機能を活か し
て一つの大 きな供給を作 り出す必要がある。 しかし,無 計画的な出荷および伝
統的な出荷慣行のため,市 場機能が有機的に統合 されず,消 費者が望む品揃え
物が形成 されない。
そこで,農 産物の販売面において農協が行なう共同販売方法は大 きく3つあ
る。出荷団体 としての農協,卸 売市場共販場,消 費地共販場がそれである。1
つ 目は,農 協が農産物を卸売市場の指定卸売法人(荷 受会社)に 引 き渡す形で
行なわれる共同出荷であ り,農協が 自ら農産物の卸売市場 を経営 して,農 産物
を取 り扱 う場合が2つ 目の卸売市場共販場である。3つ 目は,後 述する農協の
消費地における販売施設 としての消費地共販場である。韓国では,特 に法定卸
売市場において共販場が設置 されている。日本では見 られない農協の共同販売
方法である。最近,建 設された公営の法定卸売市場内には,農 協共販場が卸売
業者 として参入 している。その例が韓国で規模のもっとも大 きい 「可楽洞卸売
市場」である。可楽洞卸売市場の流通システムのイメージは図3に 示 されてい
る。
2.3類 似卸売市場
「農安法」が規定している法定卸売市場 とは違って,「流通産業発展法」によっ
て市場 として許可 されているのが類似卸売市場である。あるいは,そ のような
許可なしで,卸 ・小売商が 自然発生的に集まって卸売機能や小売機能を果たす
市場を類似卸売市場 と呼んでいる。それゆえ,農産物の流通政策の規制対象か
ら除外されるケースが多 く,その分不公正取引が行われる可能性 は大 きいと指
摘 されている5)。
5)詳 し く は,司 ・7d(2001)を参 照 す る こ と。
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類似卸売市場は古 くか ら存在 していたが,最 近,政 府主導の下で大都市を中
心にした公営法定卸売市場が開設される過程で多 くの類似卸売市場が吸収 され
ている。 ところが,政 府 により開設された公営法定卸売市場が増加 したにもか
かわらず,そ こに吸収 されず,依 然として委託卸売機能を果たしつつ政府の規
制から逃れ,大 きな利益 を上げている類似卸売市場 も存在している。 しか し,
現存する類似卸売市場は大口需要者の大量購買に対応できない,い わゆる品揃
え形成活動の制約か らは脱皮できないままにある。また,小売機能においても,
1990年代後半には類似卸売市場や在来市場に代わる生鮮食料品中心の新 しい小
売業態が成長 したため,小 売業者 としての存在 も危 うくなってきている。
類似卸売市場は,韓 国における生鮮食料品の市場流通チャネルとして大 きな
比重を占めているが,流 通過程での取引の不透明性,需 給調整能力の弱さ,物
流施設の未整備など,そ の運営 と管理の面で多 くの問題点をかかえている。そ
のため,農 産物価格 の変動が増幅 され,正 確な取引情報の収集が阻害されてい
るとの批判を受けている(同 上,192頁)。
近年,韓 国政府 は市場流通システムの改革の意志を表明し,法定卸売市場の
建設に拍車をかけている。にもかかわらず,依 然として法律 を基礎 とした卸売
市場の施設が絶対的に不足 している。そのために,法 定卸売市場の建設とそれ
への類似卸売市場の吸収を推進することが重要な当面課題 になっている(同上,
192頁)。
3.市場外流通システム
市場外流通は多様 な形態をとっているが,卸 売市場を経由しない分だけ一般
に流通段階は短 くなっている。市場外流通の代表的なものは,量 販店 ・生協な
どによる産直流通,農 協の集配セ ンター経由の流通,農 業者 による振 り売 りや
朝市での販売などがあるが,近年は,それに加え,直売施設や宅配便,イ ンター
ネッ トなどを通 じた農業者による消費者への直接販売,食 品産業 と農業者およ
び農協 との契約型流通などの形態をとった市場外流通が展開されている。以下
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では,市 場外流通のうち,大 きなウェイ トを占めている量販店 ・生協 などによ
る産直流通 と農協の集配センター経由の流通を分析する。
3.1大 型割引店の産直流通
生鮮食料品の需要者 としてウェイ トを高めている大型小売店や外食チェーン
などの大口需要者 にとっては,生 鮮食料品をどのように調達しているのかが常
に問題 となっている。大型小売店においては卸売市場での仕入を中心 としなが
らも,産 地の生産者か らの直接仕入 を組み合わせた仕入ルー トによって調達す
るようになっている。市場流通システムに任せることが必ずしも望ましいわけ
ではない場合,産 地の農業者 と直接取引を行ない,卸 売市場の提供できない商
品やサービスを産地か ら提供 して もらった りすることが,最 近の農産物の流通
システムのなかでよく見 られる。
韓国における食料品小売業は,1996年の資本の完全自由化 まではそのほとん
どが在来市場お よび中小零細小売店によって占められていた。1970年代 にセル
フ ・サービス方式 を採用 した食品スーパーが政府主導で成立するようになった
が,大 きな成長を見せ ることはで きなかった。 ところが,1993年か ら登場 しは
じめた大型割引店は韓国の食料品小売業だけではな く,韓国の流通全体 に大き
なインパク トを与えるようになった。大型割引店の多店舗展開をめ ぐって,海
外か ら参入 した先進的なディスカウント系の流通企業と大手国内企業が競争 し
あいなが ら,韓 国の流通近代化 を牽引するようになった。大型割引店は急成長
を遂げ,登場 してから10年余 り,小売販売額に占めるシェアで百貨店業態を上
回 り,韓国の小売市場 をリー ドする地位に至るまでになったのである6)。
韓国流通の近代化 を先導 し,と りわけ食料品流通業の発農を促 した大型割引
店に対する社会の 目は極めて好意的なものであった。1997年当時のアジア通貨
危機 によって失業者が街に溢れるなど経済的な苦境に陥った人々に生活必需品
6)大 型 割 引 店 業 態(19兆7,080億ウ ォ ン)は,2003年売 上 高 で 百 貨 店 業 態(17兆4,420
億 ウ ォ ン)を 追 い抜 い た 。 『チト筈(苔ズ1〕(芒1イ}』(2005),358頁。
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である生鮮食料品や日用雑貨品などを少 しでも安 く提供 したのが大型割引店で
あった。 さらに,大型割引店は急成長を遂げたうえでチェーン化によるバイイ
ングパワーを発揮 しなが ら,卸売業者の排除による直接取引システムを定着 さ
せた。大型割引店によって本格的に展開された直接取引は,現在,韓 国型流通
システムの基本 となっている。 もちろん生鮮食料品においても卸商の排除によ
る産地直取引が採択されている。
しか し,大型割引店の産地直取引の比重がますます増加するなかで,卸 売市
場は何 もしないわけではなかった。大型割引店にその機能を活用 して もらうた
めに,制 度的 ・物理的整備を図るなど,い わゆる市場メカニズムがより健全 に
働 くように改善しようとしている。一般的に生鮮食料品を中央卸売市場の仲卸
業者を通 して仕入れることは,安定 した品質の商品を継続的に確保で きるとい
う経済的メリットが期待 されるからである。必要な商品の安定的な供給 という
卸売市場流通の最大のメリッ トから,い かに産直が発展 し,い くつかの産直市
場が開設されても,全 国的に今の市場流通に代わ り得るものはないだろう。
とはいえ,韓 国の卸売市場の実態 に即 してみると,そ ういった経済的メリッ
トを発揮するには一定の限界を抱えるものであった。それは,上 記で問題点 と
して指摘 しているように,卸 売市場内に小売業務が行なわれている点,営 業 し
ている業者が非常に多 くて複雑な取引関係を形成 している点,ま た指定卸売業
者 と仲卸業者,仲 卸業者 と売買参加者 との関係が非常に排他的であって自由な
取引を制限 している点などである。その問題 を克服 しない限 り,韓国の卸売市
場は産地直取引に奪われた生鮮食料品供給システムとしての優位性 を取 り戻す
ことはできないだろう。
現在,韓 国の生鮮食料品流通システムにおいては,消 費者の多様なニーズに
応えて多様な産地か ら多種類の商品を迅速に調達で きる産地直取引への関心か
高まっていることは否定できない。こういった市場流通 と市場外流通の競争は,
韓国の生鮮食料品流通システムのあ り方に大 きく影響 を与 え,最終的には全体
としての生鮮食料 品流通 システムの改善につながっていくだろうと期待 され
る。
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3.2農 協流通
韓国の市場流通では,卸売市場に求められる機能がうまく発揮 されてお らず,
多数多量の農産物が迅速 ・公正に取引で きるシステムになっていないため,大
型小売店は産地直取引の比重を増やすほかなかった。 しか し,産地直取引を中
心 とする韓国の市場外流通が市場流通 に代わるシステムを形成 しているかと
いっても必ず しもそうではない。例 えば,産 直の場合,一 定のロットがまとま
らないと,産地から直接小売店までに配送するコス トがかかるため,規 模の経
済性を実現で きな くなる。その場合は,む しろ卸売市場 を通過 したほうが配送
コス トなどの流通 コス トの節約につながるのではないだろうか。最近,韓 国の
大型店のほとんどが自社物流セ ンターの建設に力を入れているのは,そ ういっ
た産地直取引の不経済性を解決するためである。本来であれば,産 地の生産者
が小売店まで直接配送すべ きであるのに,そ の配送機能 を小売企業の物流セン
ターが肩代わりすることによって,配 送コス ト節約の効果を実現できるのであ
る。
同じ産地直取引といっても一般の大型割引店 とは異なるコンセプ トをもって
いるのが農協流通である。農協の産直はどちらかというと,販売活動に重点を
おいて行なう産直ではなく,「生産の組織化」(石原 ・加藤,2002,59頁)を目
指 した産直であった。農協は多 くの小 さな生産者 に全国規模の市場 を開拓 し,
生産の方法に関す る情報を提供 したり,と きには資金まで提供することによっ
て,農 業者の経済活動か らその社会生活まですべてを支えていた。このように
農協流通 は産地卸商として韓国の農産物の生産 と流通に欠かせない重要な役割
を担ってきた。最近は,自社物流センターに 「ハナロクラブ」 という生鮮食料
品に特化 した大型専門量販店を併設す ることによって 自ら販売活動に乗 り出し
ている。農協流通 は,卸売機能 と小売機能を有機的に統合することによって,
生産者 と消費者のニーズを同時に満足 させながら,現在,停 滞 している産地卸
商の役割の重要性 と農産物流通の効率化 を生み出したのである。
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表2.農 協の消費地共同販売施設の現況
施 設 別 2002 2003 2004 備 考
総合流通センター 8 11 11
共販場 95(32)89(39)88(32)( は法定卸売市場内の共販場
ハナロクラブ 19 22 19
ハ ナ ロマ ー ト 2,3472,2422,199
高麗人参販売場 23 25 15
身土不二 600 600 530
直 取 引 大型 市 場
(ファー マ ー ズマ ー ケ ッ ト)
20 20 20
出所:『 告 唱 望召 』(2004),187頁と 『告 層 望イ}』(2005),181頁よ り修正 。
農産物の輸入開放が加速化 した1990年代に入 り,韓国の農協中央会は1995年
に子会社である農協流通を設立 した。農協流通は物流センター内に直販形態で
あるハナロクラブを開設 し,現在,ヤ ンゼ店,チ ャンドン店など18店舗を運営
している7)。本来は,物 流セ ンターの集配送業務の後発生する売れ残 り商品の
処分の問題 を解決 し,スペースを活用するために直販 を計画 していた。農協流
通のハナロクラブは現在一般の大型割引店 と生鮮食料品の高品質 ・低価格販売
競争に巻 き込まれているが,24時間営業,鮮 度の高い商品の豊富な品揃え,広
い駐車場など消費者にアピールする条件を備 え付け,急 成長を遂げている。一
般の大型割引店に比べて遜色のない店舗展開をしている。だが,ハ ナロクラブ
は生鮮食料品に特化 した食料品中心の大型割引店を標榜 しているため,そ れ以
外の商品の品揃え形成 には制約がないわけではない。しかし,ハナロクラブは,
流通段階の短縮化による鮮度の維持と生産者の価格交渉力の確保 という産地直
取引か ら得 られる経済的メリットをうまく活用 し,生鮮食料品に限っては最高
の品揃 えを武器 とす る韓国唯一の生鮮食料品の大型専 門量販店といえるだろ
7)『RetailMagazine』(2006.4),ユ57頁 。
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表3.韓 国の大規模小売業者の売上高および店舗数(単位:売上高/百万ウォン)
順位/小売企業 業 態 総店舗数 2002売上高
1.ロ ッテ シ ョッ ピ ング 百(20)・SC(29)・SM(13) 62 7,299,334
2.新 世界 百(7)・SC(57) 64 6,233,531
3。現代百貨店 百(13) 13 2,917,023
4.三 星 テ ス コ SC(26) 26 2,145,858
5.韓 国 カ ル フー ル SC(27) 27 1,374,573
6.ニ ュ ー コ ァ 百(10)・MWC(11) 21 961,672
7.LG流 通* 百(3)・SC(9)・SC(68)・CVS(1,128)80 1,759,692
8.韓火流通 百(6)・SC(2)・SM(21) 29 1,028,490
9.大韓通運 SC(3) 3 1,086,087
10.農協 流 通 SC(9)・SM(8) 17 1,090,293
出所:『 昇暑(召刈 望召 』(2003),328頁,360～361頁よ り修 正 。
注:1)百=百 貨 店,SC(ス ■一・一パ ー セ ン タ・…一)・MWC(メ ンバ ー シ ッ プ ホー ル セ ー ル ク
ラブ)=大 型 割 引店,SM=食 品ス ー パ ー,CVS=:コ ンビニ エ ンスス トア
2)*LG流 通 の 商号 は現在,GSリ テ ー ル に変 更 さ れ てい る 。
う。生業的な産地の生産者が,農 協流通のハナロクラブを通 じて共同販売組織
を形成 し,企業経営の大型割引店の競争力に対抗 しているのである。農協の経
済活動が沈滞化 していく日本 とは対照的である。
より安定 した価格 と数量での取引が行なう市場流通が産直に比 してその優位
性を発揮で きない今の韓国では,産 地直取引 こそがむしろ品質の良い商品を安
定的に確保できるといえるだろう。
4.韓国の生鮮食料品流通 と従来の商業論
以上 に,韓国における生鮮食料品流通システムについてみてきた。とりわけ,
大型割引店のオペレーションと卸売市場の機能を融合させることが韓国の生鮮
食料品流通システムにどのように影響するかという問題 を,大型小売店の成長
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と卸売市場の機能との関係を中心 に検討 した。
供給システムとしての市場流通方式が韓国の生鮮食料品流通において完全に
定着 されていないなかで,大 型割引店が生鮮食料品小売業を掌握する状況が現
れた。青果物,鮮 魚,精 肉など多様 な品揃えが要求される大型割引店は,そ れ
ぞれの商品について産地情報,市 況,商 品知識などをもつ多数の専門家を採用
し,彼 らがバイヤー として直接産地に出始めた。その当時では,韓 国の卸売市
場は急 ピッチで成長 している大型割引店の需要に量的にも質的にも応えること
ができなかったのである。つまり,大型割引店が産直に乗 り出したのは,徹 底
した直接取引の基本原則を遵守するためと考えるよりも,と りあえず,当 時は
産地直結方式の方が市場流通方式 より得 られる経済的メリットが大 きかったと
考えられる。 しかし,消費者の多様なニーズに応 えて多様な産地から多種類の
商品を,流通短縮化による低価格で調達す るという目的で乗 りだした韓国の「産
直運動」は,産地直結方式からなる不経済を決 して解消 していたわけではない。
多数の産地 との売買契約およびその管理問題や,バ イヤーの専門家 としての限
界,そ して配送コス トの問題 を抱えてまで,産地直結方式が支持された理由は,
卸売市場機能が健全 に働いていなかったことにあるだろう。
実際,韓 国の大型割引店のバイヤーは専門家 といいなが らも,商 品の品質を
判定する能力や詳 しい産地情報などをすべて持つわけではない。その面からす
れば,卸 売市場の仲卸業者のほうが より専門家であるのに,産 地直接取引を堅
持 しているのは,韓 国の卸売市場はそれぞれの商品について産地情報,市 況,
商品知識などをもつ多数の専門家を育成する環境ではなかったことを示 してい
るものである。従来の商業論か らすると,本来,卸 売市場の段階で負担すべき
人材面および流通加工面のコス トを小売段階ですべて払ってまでも産地直接取
引に乗 りだ したのは,卸 売市場の機能 を活用することによって得 られるべ き経
済的メリッ トが得 られないと判断 したからである。一般的に卸売市場 を通す と,
品質の良い商品を安定的に供給で きるし,そ れが流通費用の節約にもつながる
と期待できるが,韓 国ではそれが実現できない状況であるため,大 型割引店は
流通短縮化の道を選ぶ しかなかった。
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従来の商業論の論理か らいえば,現 在の市場流通が産地直結方式 に代 わる優
れた仕組みやその卸売機能が うまく発揮できる環境条件 を備えるのであれば,
市場流通において商業者の介在による流通費用の削減の効果は期待できるとい
うことになる。安定 した品質の商品を継続的に確保するためには,卸売市場の
存在はもちろん重要であるが,そ れ以前に,市 場流通が集荷 ・分荷機能をうま
く発揮できる仕組みになっているかどうか という問題が重要になって くる。商
業を介在させた市場流通の効率化は,豊 富な品揃え物の形成の仕組みや産地情
報 ・市況 ・商品知識などをもつ卸売業者,流通加工設備などが前提条件 となる。
卸売業者の存立根拠が論 じられている 「問屋有用論」 は,「商業者が健全 に機
能する限 りでは」 という限定をつけなければ,そ の説得力 を失う恐れがある。
韓国の大型割引店 と卸売市場 との関係を見る限 りでは,人 材面,資 金面,さ
らには流通加工面で卸売市場の機能を活用 した方が,自 ら仕入部門や流通加工
部門を内部化するより流通費用は安価なはずである。仲卸業者にとっても,大
型割引店 との取引量が大量になることによって経営状態 も安定化 してい くはず
である。加えて,そ うした販売力のある仲卸業者を抱えている荷受会社 は,産
地から荷を引きやす くな り,集荷力の増大につながる。このように連動的に動
いている各段階の流通主体 間の相互作用は全体 としての生鮮食料品流通システ
ムの発展につなが り,品揃 えの面で市場外流通 に比 して競争的優位性 を実現で
きるのである。
大型割引店は産地 と直接取引を行なうことを原則 としているが,消 費者への
販売価格を単に引 き下げることを目的とする産直運動では長続 きしない。 日本
の1970年前後の産地直結運動の失敗は,中 間流通業者の排除による流通費用の
節約という期待の反証であった。市場流通を牽制したり,あ るいは保管する役
割 を果たす ことがで きても市場流通が完全に産地直結に取って代わることはで
きなかった。石原氏は産地直結運動の失敗の原因を 「商品を安定的に,安 く供
給するという目的に照 らして」,大きく2点で指摘 されている。「第1に,産 地
直結は価格決定メカニズムを自らの内にもっていなかった。それゆえ,中 央卸
売市場のセリ価格を参照 して価格 を決定 したことさえあったとい う。 これでは
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安価 に供給するという独自の機構 とはな りえない。第2に,商 品の種類 と数量
の確保の問題があった。市場流通を牽制 した り,補完する役割 を果たせても,
消費地の需要をまかなう主要な機構 となるだけの種類 と量を確保することはで
きなかった。」(石原,2000a,14-15頁)
石原氏のみな らず,従 来の商業論は,生鮮食料品流通システムにおいても卸
売市場の機能を論 じなが ら,商業者の存在意義を主張 して きた。しか し,そ こ
にはいつも 「商業者が健全 に機能す る限りでは」(石原 ・加藤,2002,6頁)
という限定がつけられている。日本の中央卸売市場では,「即 日全量上場」と「委
託セリ」 という取引原則 に基づ き,商 品の供給と需要の関係をス トレー トに反
映する 「公正な価格」の形成が保証される。また,集 荷 ・分荷機能が効率的に
働 く制度的 ・物理的インフラが整えている。 このように市場流通 システムがあ
る程度成熟 している場合 は,産 地との直接取引よりも卸売市場を通過 したほう
が流通費用をはるかに小 さくするといえるだろう。
このように市場メカニズムに任せていては望ましい市場関係が必ず しも生 ま
れない状況のなかで,物 流セ ンターで遂行 されている卸売機能 と大型専門量販
店であるハナロクラブの小売機能を同時遂行 している農協流通は,そ の有効性
を持ち続 けると考えられる。農協流通が生み出した革新 とは,産地直接取引の
なかに卸売市場の機能を活用することである8)。特 に,卸売市場では必ず しも
流通 していない有機農産物への需要が増えつつあるなかで,直 接取引が一般的
になりつつある。このような農産物の取扱の増加や輸入農産物の鮮度管理への
不信によって卸売市場の重要性はますます低下してきているものの,多 様な種
類の商品を大量に取 り扱 う卸売市場の集荷 ・分荷機能や仲卸業者の評価 ・選別
機能については依然 として期待がかけられている。卸売市場の機能が健全に働
くためには,法的 ・制度的整備 と流通加工,物流施設を備えてお くべ きである。
それが可能であれば,卸 売市場 という制度の枠組み とその本来の機能が韓国の
8)現在,農 協流通全体 の売上高の52%を卸売事業が占めている(『司ムヲ干金三 司週
叫01xl』2004.9,27頁)。
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生鮮食料品流通においても非常に有効に働 きうるということを強調 しておきた
い 。
5.終 わ り に
以上では,大 型割引店の成長 と卸売市場の機能 との対立的な関係 に着 目し,
韓国の生鮮食料品流通が卸売市場経由方式から産地直結方式へ移行 していくプ
ロセスを検討 した。このような流通システムを変化 させた大 きな影響要因とし
て,卸 売市場の未整備 と大型割引店の競争が取 り上げられた。実際,激 しい競
争にさらされている大型割引店は,市場流通の重要性 を認めるにもかかわらず,
差別化 を図る手段 としてやむをえず市場外流通に乗 りだしたのは,卸 売市場が
環境変化に適応できず単に存在す るだけであったか らである。卸売市場は単 に
存在するだけでは意味がな くて,そ の本来の機能を健全 に働 く場合でのみ,よ
り魅力的な品揃 え物を形成するということが確認された。従来の商業論でも,
商業者の存立根拠については様々な議論が展開されてきたが,少 な くとも韓国
の流通システムについてはうまく説明で きない部分 もあったように思われる。
本稿は,従 来の卸売市場の存在意義 に前提条件 を与えることによって,韓 国の
流通システムのケースをその理論枠組みの内部に位置づけようとしていた。
しか しながら,本稿はい くつかの限界 も有 している。研究対象である市場流
通の法定卸売市場か ら市場外流通の農協流通への変化プロセスが生み出される
メカニズムに関して,見 逃された様 々な知見が存在すると思われる。まず,公
共機関として認識されるほど政府の厚い支援 を受けている農協を一般の流通企
業 と同 じ次元で説明できるかについての問題である。農協が韓国の社会 ・経済
に占める重要度や小売部門への拡張 による一般の流通企業の反発の可能性につ
いて検討することで,よ り議論が深 まると思われる。それに加えて,生 鮮食料
品の大型専門量販店であるハナロクラブの展開および成長プロセスを明 らかに
する必要がある。本稿では,農協流通が韓国における生鮮食料品の多段階流通
を縮小 しながら,卸 ・小売の統合 システムによって産地 と消費者の問の懸隔を
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効率よく結びつけることができた と主張 しつづけているが,そ れが検証できる
裏づけが非常に乏 しい。
これは,今 後,関 連資料の追加調査お よび現地調査の拡大によって解決 され
なければならないだろう。こうした点については稿を改めて論 じたい。
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